
di．7：

欝縫

せ
ん
と
す
る
潔
の
必
ず
蓼
昭
…
す
。
へ
き
露
と
な
る
こ
と
を
失
は
な
い
で
φ
の
ら

う
。
（
多
磨
一
瓢
六
七
頁
、
索
引
一
三
四
頁
、
東
京
器
波
書
店
難
行
、
定
綴
捻

馨
鎌
）
〔
柴
睡
實
）

シ
ー
求
ル
浄
硯
究

鍵
霧
文
化
協
會
編

　
文
致
六
年
、
グ
ラ
イ
エ
ル
、
　
ヶ
ソ
フ
ェ
ル
、
　
ト
ウ
ン
ベ
リ
～
等
の
後
を
う

け
で
、
一
環
出
島
の
郡
蘭
商
館
の
芝
蘭
譜
図
と
し
て
來
冷
し
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
。

ブ
ラ
ソ
ッ
・
ア
寧
ソ
・
シ
ー
ボ
ル
ト
が
、
軍
な
る
三
三
嚢
た
る
の
み
な
ら
ず
、

旧
く
歴
墾
・
池
理
・
署
語
・
人
種
・
動
植
物
等
諸
般
の
學
聞
に
通
じ
、
そ
の

裡
白
目
聞
中
に
於
て
、
恰
も
、
黎
三
期
に
あ
っ
た
灰
の
我
國
洋
壌
の
漢
心
な

る
學
縫
達
と
旨
き
交
渉
を
持
ち
、
彼
等
を
教
育
し
、
そ
の
研
究
を
助
長
し
、

縫
本
に
於
け
る
洋
學
の
獲
展
野
上
に
大
な
る
足
跡
を
幾
す
と
共
に
、
叉
彼
肉

ら
、
　
栗
木
の
縫
史
・
地
理
・
動
物
・
植
物
・
需
語
。
人
種
・
風
硲
∵
測
度
、

文
物
そ
の
儲
園
多
方
面
に
わ
た
る
研
究
を
途
げ
て
、
　
そ
の
大
著
「
臼
太
」
を
は
じ

め
、
多
く
の
霧
を
蒋
と
・
之
を
歓
洲
に
紹
介
し
た
大
な
る
功
績
は
、
永
・
、
忘

る
べ
か
ら
ざ
る
事
で
あ
る
⇔
晩
三
三
・
來
、
　
シ
ー
ボ
ル
ト
に
乱
す
る
研
究
は
既

に
多
く
な
さ
れ
、
又
、
彼
の
著
作
も
か
な
り
多
く
出
版
さ
れ
て
る
る
。
然
し

爾
、
海
外
に
あ
る
文
獄
費
料
に
し
て
研
究
来
完
の
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ

た
の
で
あ
る
燈
か
」
る
隣
、
購
和
九
年
の
春
、
伯
林
の
臼
本
學
周
長
蘭
駐
臼

大
使
ウ
ヰ
ル
ヘ
ル
ム
・
ゾ
ル
フ
氏
の
鶴
翼
に
よ
っ
て
、
異
説
愈
所
有
の
シ
ー

ボ
ル
ト
に
關
す
る
突
獣
資
料
の
内
三
穏
絵
鰭
を
東
京
の
容
量
文
化
協
曾
が
借

受
汁
る
こ
と
が
招
『
來
た
ハ
、
そ
の
文
鰍
…
は
、
棄
窟
帝
開
蟹
八
漆
黒
噴
霧
館
内
一
に
軸
双
け

策
二
十
三
巻
簗
闘
號
　
　
八
六
八

ら
れ
た
哨
シ
…
ボ
ル
ト
文
獄
研
究
蜜
し
に
保
管
さ
れ
、
濫
費
十
年
濁
月
に
は
、
東

鴫
暴
上
野
の
科
賊
堕
櫨
砕
物
、
館
内
で
「
シ
ー
ボ
ル
ト
資
伽
築
三
徽
聯
坤
甚
し
一
か
開
催
φ
ご
れ
て
、

そ
れ
ら
の
資
料
が
一
般
に
公
開
さ
れ
る
一
方
、
岡
研
究
室
に
於
て
は
、
入
電

達
吉
博
士
を
研
究
委
員
長
と
し
、
春
專
門
の
學
者
が
そ
れ
み
零
＼
の
部
門
に
就

い
て
研
究
が
…
運
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
、
内
約
二
年
、
陶
交
鰍
資
料
は
畷

和
十
一
年
中
に
伯
一
林
に
返
溢
焔
さ
れ
、
門
シ
ー
ボ
ル
ト
窟
ハ
醗
隅
研
究
｛
薫
し
も
同
年
一
二

弼
閉
鎮
さ
れ
た
が
、
今
度
、
　
そ
の
昏
三
三
部
分
に
於
け
る
観
究
の
結
果
が
記

蓮
さ
れ
、
　
一
書
に
　
収
纒
め
ら
れ
の
が
塞
書
で
あ
る
。
卜
書
騎
載
の
研
究
報
告

及
び
そ
の
執
肇
者
は
、
次
の
恥
く
で
あ
る
G

　
雷
藷
雛
史
上
に
お
け
る
シ
ー
ボ
ル
ト
先
生
…
…
…
：
…
…
繍
鯛
封
　
　
出

　
大
全
単
玉
舗
用
集
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
：
…
：
入
灘
　
蓬
吉

　
鳴
　
瀧
　
塾
…
…
…
・
…
・
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
黒
贋
　
源
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緒
方
　
窟
雄

門
出
が
シ
条
ル
・
に
撰
・
た
・
蘭
語
嬰
の
饗
・
嶽
鰻
藷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箭
内
健
次

　
シ
ー
ボ
ル
ト
の
第
…
三
三
來
の
使
命
と
彼
の
籟

　
　
太
・
研
究
特
に
廻
蘭
貿
易
の
瞼
…
討
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
板
澤
武
雄
［

　
シ
ー
ボ
ル
ト
先
生
の
ア
イ
ヌ
語
研
究
…
…
…
…
…
・
…
：
…
黒
鴎
　
源
次

　
シ
…
ボ
ル
ト
先
生
と
ア
イ
ヌ
瓢
噸
鰍
苧
：
・
：
；
：
・
：
：
：
：
・
：
・
：
：
・
金
輯
一
山
以
翫
助

シ
素
ル
・
蔑
の
講
…
…
・
…
…
…
…
・
－
醗
歎

　
シ
…
ボ
ル
ト
と
爆
志
本
に
於
け
る
西
煙
U
黙
隅
感
冒
一
・
：
…
…
・
：
・
野
大
嵐
古
型
二
牒
岬

　
同
》
㌶
導
ρ
O
鐙
O
び
〇
一
八
p
一
】
髪
ド
ン
ズ
〇
二
3
く
勲
一
思
藁
§
蒜
轟
銘
O
離
離
臨
μ
o

　
冒
起
業
港
扁
レ
ぎ
饗
α
之
ざ
蔓
胤
へ
一
毫
噸
ざ
湾
藷
蚤
＝
望
㎏
寓
・
辱
＝
「
晃
”
の

く2ミ墨2）



　
ぎ
業
島
＆
o
窺
…
・
…
◆
：
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
：
…
・
窓
霧
＆
…
糊
一
〇
銭
霧

　
シ
ー
ボ
ル
ト
と
動
物
學
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
小
野
嘉
明

　
シ
ー
ボ
ル
ト
と
本
邦
の
鯨
…
…
…
…
…
…
・
・
：
…
…
…
…
：
小
川
　
鼎
三

　
臼
本
州
會
駈
藏
軸
索
不
明
の
命
定
贈
蝦
の
和
名
・

　
　
猫
名
∵
學
名
鑑
照
衷
に
就
い
て
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
古
川
　
晴
男

以
上
十
厳
編
で
あ
る
。
今
、
均
等
の
中
、
　
ヨ
四
の
も
の
に
就
い
て
そ
の
要
旨

を
二
軍
に
紹
介
し
て
み
よ
う
◇

　
薪
村
博
士
の
「
雷
語
學
史
上
に
お
け
る
ゾ
ー
ボ
ル
ト
先
生
」
に
於
て
は
、
シ

ー
ボ
ル
ト
の
濁
逸
に
於
け
る
修
雛
時
代
乃
灘
彼
の
最
初
の
日
本
來
覇
前
後
の

濁
逸
學
愈
は
、
比
較
窟
語
壌
、
ま
た
東
洋
學
が
新
た
に
勃
興
旧
し
始
め
た
時
期

に
あ
た
り
、
　
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
兄
弟
、
　
グ
リ
ム
兄
弟
、
　
域
は
レ
ミ
ュ
ザ
ー
等
の

言
語
學
者
乃
棄
東
洋
學
者
が
あ
り
、
　
か
」
る
學
曾
の
情
勢
の
中
に
育
つ
た
シ

ー
ボ
ル
ト
が
、
そ
の
專
門
こ
そ
讐
畢
で
は
あ
っ
た
が
、
影
響
の
臼
本
に
於
け

る
繊
本
研
究
に
大
な
る
興
味
を
持
た
し
め
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
と
さ

れ
、
藤
岡
時
に
、
緻
洲
に
於
け
る
東
洋
研
究
の
勃
興
の
情
勢
と
殆
ん
ど
期
を

岡
じ
5
し
た
當
縛
の
溝
本
に
於
け
る
洋
學
勃
興
の
機
蓮
が
、
彼
の
日
本
研
究

と
結
び
つ
く
も
の
が
あ
り
、
　
罠
本
研
究
に
於
け
る
彼
の
あ
の
偉
大
な
る
業
績

を
残
さ
し
め
た
と
し
、
特
に
蕎
語
畢
に
朗
唱
し
て
、
　
シ
ー
ボ
ル
ト
の
ほ
木
語
と

　
　
　
　
ア
　
イ
　
　
ベ

朝
鮮
語
・
蝦
夷
語
・
満
洲
語
・
支
那
鉱
醐
と
の
比
較
を
試
み
異
岡
を
考
へ
た
こ

と
を
の
べ
ら
れ
、
殊
に
ア
イ
ヌ
語
學
に
つ
い
て
は
、
鰍
洲
に
於
け
る
ア
イ
ヌ

語
學
の
鼻
醸
と
し
て
彼
の
…
機
才
學
史
上
の
功
績
添
上
も
聖
な
る
も
の
で
あ
る

と
蓮
べ
ら
れ
て
る
る
。

　
入
澤
博
士
の
「
大
全
暴
引
繍
即
豪
男
蒼
（
く
o
o
鐵
）
三
聖
ぎ
出
置
開
嘱
【
鄭
⑦
碗
触
竜
9
鶴
0
8

紹

介

寮
〔
c
「
ポ
ズ
冬
聾
§
帥
四
鮪
こ
ぎ
き
μ
阿
ぎ
。
霧
。
門
そ
ぎ
】
＝
彰
三
二
切
。
一
回
髪
｛
δ
ε
嵩
ぎ
巴
罵

嗣
μ
愚
§
騨
羨
貯
ξ
一
ε
は
、
　
こ
の
磐
ぽ
三
王
よ
り
な
り
、
第
慕
笹
ほ
東
京
の

市
、
河
ヨ
喜
博
士
、
第
二
謹
は
1
7
ソ
ド
ソ
の
大
英
博
物
館
、
第
三
巻
に
伯
林
の

鷺
本
學
曾
の
庚
藏
と
な
っ
て
各
地
に
散
在
し
て
み
る
が
、
昭
和
十
年
の
　
「
シ

ー
ボ
ル
ト
資
料
展
堕
幸
し
の
際
、
第
一
巷
と
第
三
巻
が
｝
堂
に
愈
し
、
叉
そ

の
後
、
第
二
巻
も
大
英
博
物
館
へ
依
頼
し
た
爲
薦
に
よ
っ
て
補
は
れ
た
の

で
、
こ
れ
を
記
念
す
る
た
め
と
欝
ふ
の
で
、
沓
巻
の
扉
と
内
容
の
一
頁
を
籍

翼
版
に
し
て
載
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
Q

　
黒
田
博
士
の
「
鳴
瀧
塾
」
は
、
先
づ
、
　
シ
ー
ボ
ル
ト
の
臼
本
塩
朝
當
蒔
に
於

け
る
意
氣
込
、
そ
の
理
想
と
抱
負
、
そ
し
て
そ
の
計
讃
難
行
の
端
的
快
速
な

り
し
こ
と
を
蓮
べ
ら
れ
、
次
に
シ
ー
ボ
ル
ト
が
長
崎
郊
外
に
開
い
た
と
こ
ろ

の
鳴
義
塾
愈
に
肥
し
て
考
讃
さ
れ
、
更
に
、
彼
の
門
下
に
集
っ
た
門
人
、
そ

し
て
そ
の
門
人
蓮
の
敏
育
法
に
つ
い
て
の
，
へ
ら
れ
、
最
後
に
、
　
シ
ー
ボ
ル
ト

が
大
な
る
業
績
を
墾
・
げ
得
た
理
由
と
し
て
、
第
｝
に
彼
の
好
學
的
精
瀞
と
指

惜騨

I
精
繭
勝
、
　
第
二
に
和
蘭
當
年
の
幽
歎
よ
り
和
繭
…
政
【
府
が
シ
ー
ボ
ル
ト
の
鳳
剣

術
酌
研
究
を
支
持
し
之
を
利
…
用
す
る
用
意
の
あ
っ
た
こ
と
、
第
三
に
我
閣
に

於
け
る
蘭
…
學
の
進
歩
の
歌
態
が
彼
の
活
動
を
受
入
る
x
だ
け
の
都
合
よ
き
條

件
を
具
へ
て
る
た
こ
と
、
　
第
四
に
彼
の
…
門
下
に
常
時
の
購
本
に
於
け
る
俊
秀

な
材
能
が
集
っ
た
こ
と
の
四
つ
を
墨
げ
て
鷹
ら
れ
る
。

　
「
門
人
が
シ
ー
ボ
ル
ト
に
操
供
し
た
る
蘭
語
論
文
の
研
究
」
は
、
伯
林
の
饗

本
乱
暴
曾
所
藏
の
シ
ー
ボ
ル
ト
交
獣
…
申
に
あ
る
シ
ー
ボ
ル
ト
の
門
人
執
筆
の

蘭
語
論
文
中
、
　
代
蓑
酌
な
る
も
の
十
七
編
…
を
取
り
上
げ
て
、
緒
方
留
雄
、
大

鳥
蘭
三
郎
、
大
久
保
利
譲
、
箭
内
健
次
の
閥
氏
が
、
夫
々
分
…
搬
し
て
、
そ
の

第
二
十
三
巻
　
第
四
號
　
　
八
六
九

（　L）33　）
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介

〃
内
容
を
吟
険
甲
し
或
は
そ
の
典
壌
陥
を
求
め
、
㍑
災
に
シ
ー
ボ
ル
ト
の
原
価
輪
、
蒋
臨
池

と
の
瀬
瀬
を
採
ウ
、
・
鱗
茎
學
的
に
調
査
し
た
細
果
の
報
告
で
あ
惹
。
　
　
贈
…
、

此
の
シ
ー
ボ
ル
ト
の
門
入
執
簗
の
蘭
語
論
文
な
る
も
の
は
、
　
シ
ー
ボ
ル
ト
が

そ
の
門
人
に
課
趨
を
設
け
て
蘭
語
で
論
文
を
草
せ
し
め
た
竜
の
で
、
　
一
瓢
に

於
て
門
人
の
轍
盤
領
の
慧
昧
を
も
ち
、
　
そ
の
論
文
に
よ
り
斑
入
に
ド
ク
ト
ル

の
鱗
㎜
…
明
細
糧
を
蹴
ハ
へ
た
ム
り
な
ゾ
し
し
た
が
、
　
同
臨
．
に
家
出
岡
に
於
て
ほ
田
、
シ
ー
ボ
ル

ト
の
震
要
な
る
爵
的
は
、
　
こ
れ
ら
門
入
の
論
文
を
彼
の
手
本
研
究
の
有
力
な

材
料
と
す
る
に
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
彼
の
無
作
「
臼
製
し
な
ど
に
観
て
も
，

そ
の
髄
所
に
門
入
の
論
文
が
資
料
と
し
て
想
ゐ
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る
．
．
本

編
に
於
て
は
、
そ
の
総
論
に
於
て
、
　
シ
窪
ボ
ル
ト
が
如
粥
な
る
H
的
の
下
に

門
歯
に
論
文
を
執
筆
せ
し
み
た
か
、
叉
、
出
入
は
如
何
に
し
て
、
如
粥
な
る

頚
惜
の
下
に
之
を
欝
き
て
提
出
せ
る
か
に
つ
い
て
絆
し
く
輪
ぜ
ら
れ
て
る

る
σ
本
編
に
於
て
研
究
報
告
さ
れ
て
る
る
十
七
編
の
蘭
語
論
文
は
、

　
「
照
本
藻
科
問
答
（
響
町
纈
…
二
軍
）
、
二
、
生
理
問
答
（
高
輿
齋
稿
〉
、
三
、

　
購
本
疾
病
志
建
設
蕪
稿
）
9
ー
ボ
ル
ト
玄
能
草
稿
塞
）
（
溜
轡
塞
）
羅
、

　
灸
法
紘
馴
紛
…
（
美
馬
…
順
瓢
一
。
憎
が
爆
…
篇
湘
齋
・
石
器
紬
解
軸
比
三
一
）
、
　
近
、
邪
化
晶
築
　
（
隷
熱
川

　
苗
錦
繍
諜
）
、
　
志
ハ
、
二
本
藻
昆
出
訊
關
蟹
説
。
霞
本
証
蜘
…
蛛
…
闘
設
（
石
畳
か
爪
臨
鰍
謬
）
、

　
七
、
臼
本
に
於
け
る
茶
樹
栽
培
と
茶
の
製
法
（
陶
野
長
英
稿
）
、
八
、
製
購

　
法
（
戸
塚
静
海
繹
）
、
九
、
三
厩
摘
要
（
高
野
長
英
繹
）
、
十
、
勾
玉
説
（
伊

　
藤
圭
介
稿
）
、
十
　
、
縫
末
古
代
焚
（
美
馬
墨
一
一
繹
）
、
十
二
、
大
和
黙
始
（
縄

　
研
介
謬
）
、
十
三
、
都
名
所
車
（
蕩
野
長
英
繹
）
、
十
閣
、
南
轟
窓
ハ
蕩
野
長

　
英
鐸
）
、
ナ
五
、
謎
本
署
懲
考
（
鈴
木
周
一
稿
）

で
あ
る
。
爾
、
本
編
の
最
後
に
は
、
「
縫
太
學
曾
所
蕪
シ
ー
ボ
ル
ト
門
人
蘭
語

第
二
・
†
三
巷
　
箪
戴
壁
　
　
入
七
〇

論
文
擬
回
し
が
附
載
さ
れ
て
る
る
。

　
級
灘
氏
の
　
「
シ
ー
ボ
ル
ト
の
第
一
倉
渡
來
の
使
命
と
彼
の
鑓
本
研
究
特
に

濤
蘭
貿
易
の
鹸
…
討
に
つ
い
て
し
は
、
先
づ
最
初
に
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
第
一
斜
面

來
の
使
命
と
し
て
、
十
九
世
紀
初
期
に
於
け
る
和
蘭
の
複
難
な
る
政
情
を
述

べ
、
職
蘭
の
薪
灘
…
幾
馴
致
策
の
一
つ
と
し
て
、
欝
蘭
貿
易
の
再
楡
討
を
行
ふ

こ
と
」
な
り
、
そ
の
た
め
鷺
本
の
國
蝿
、
魏
黄
、
政
浩
、
國
土
、
蓬
物
等
の

綜
ム
鱒
繭
帽
研
究
が
必
要
と
せ
ら
れ
た
の
で
秘
め
つ
て
、
　
シ
ー
ボ
ル
ト
の
履
学
勲
脇
離
婚
刀

が
こ
の
使
命
を
果
す
に
適
任
と
認
め
ら
れ
て
彼
の
第
一
騒
渡
來
と
な
っ
た
と

遺
べ
ら
れ
、
箆
工
に
シ
ー
ボ
ル
ト
の
概
本
研
究
と
し
て
、
シ
ー
ボ
ル
ト
に
關
す

る
仁
王
…
．
の
中
、
バ
タ
ビ
ヤ
聖
断
鍵
…
に
あ
る
・
も
の
を
記
し
、
　
一
嫌
に
、
バ
タ
ビ
ヤ

Ψハ

b
口
業
文
講
隅
田
潔
）
｛
籠
b
春
φ
哺
切
疏
ず
η
o
窯
。
．
①
　
の
シ
ー
ボ
ル
ト
が
一
八
二
｝
二
鉱
・

よ
り
一
八
二
蹴
年
に
誰
る
縫
太
滞
在
・
甲
の
研
究
契
績
の
環
象
が
載
せ
ら
れ
、

締
雛
な
灘
設
が
施
さ
れ
て
み
る
．
。
又
、
シ
ー
ボ
ル
ト
滞
在
ゆ
ヨ
ー
罧
ッ
パ
及
び

パ
タ
ビ
ヤ
よ
り
舶
載
さ
れ
た
欝
健
闘
が
パ
タ
ビ
ヤ
文
轡
館
の
文
韓
串
よ
り
記

さ
れ
て
み
る
Q
第
蕪
の
シ
ー
ボ
ル
罫
の
羅
蘭
貿
易
の
検
…
討
で
は
、
　
伯
林
の
臼

太
駆
愈
所
藏
の
シ
ー
ボ
ル
ト
文
獣
甲
の
「
H
本
貿
易
」
（
回
壱
§
ぎ
ぼ
碁
幅
誉
一
）

な
る
三
癬
の
賛
料
に
つ
い
て
講
究
さ
れ
て
る
る
。
そ
し
て
こ
の
轡
に
採
錐
さ

れ
て
る
る
幸
九
澱
紀
初
期
の
鍵
癒
貿
易
史
料
は
、
十
九
世
紀
の
擬
蘭
貿
易
に

…
關
し
て
瑛
欝
の
乗
だ
公
に
さ
れ
て
み
な
い
今
鑓
、
　
蕉
に
史
料
の
一
部
の
敏
を

塀
補
す
る
亀
の
と
し
て
露
観
さ
ゐ
べ
き
亀
の
で
、
聴
に
、
之
に
載
せ
ら
れ
て

み
る
表
等
は
、
我
が
輕
濟
焚
の
硝
究
に
幾
多
の
鍛
唆
を
輿
へ
る
も
の
で
あ
る

と
述
べ
、
最
後
に
そ
の
褒
の
申
二
三
を
鋼
示
さ
れ
て
み
る
Q

　
「
シ
ー
ボ
ル
ト
作
成
の
勉
補
し
は
、
　
シ
…
ボ
ル
ト
の
作
威
し
た
燐
の
腱
本
に

（23義）



關
す
る
地
職
の
申
、
そ
の
主
な
る
も
の
脚
ち
「
臼
太
帝
閣
燐
鴇
「
蝦
夷
及
び
縫

本
領
千
島
の
糊
」
、
「
樺
太
島
及
び
マ
ソ
コ
ー
湾
餌
圓
」
の
三
種
の
地
圃
に
醗
す

る
研
究
で
、
蔚
後
編
に
分
ち
、
面
編
に
於
て
は
、
藤
田
伊
人
氏
が
、
「
日
本
帝

國
無
し
及
び
「
蝦
夷
島
及
臼
本
領
干
馬
の
圓
」
に
つ
い
て
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
こ

の
地
圃
を
作
威
す
る
に
常
っ
て
崩
み
た
と
こ
ろ
の
原
嬢
に
つ
い
て
批
閉
し
、

最
後
に
、
最
上
徳
内
の
織
一
太
調
査
、
　
㎜
山
影
林
晶
誠
の
闘
宮
海
峡
探
瞼
…
の
辮
に
難

い
囲
」
嘉
し
、
二
化
葦
＋
万
の
讐
鍍
の
報
馨
鴬
錦
島
地
名
大

概
附
魯
之
書
付
（
内
閣
文
庫
）
の
全
文
を
本
編
の
終
に
附
牧
し
て
あ
る
。
後
編

に
於
て
は
、
箭
内
健
次
氏
が
「
樺
太
轟
及
び
叩
、
ソ
コ
ー
河
口
國
し
・
に
御
し
て

「
最
上
徳
内
の
原
圖
に
よ
る
し
と
詑
さ
れ
て
る
る
既
の
軌
範
が
、
そ
の
作
成
さ

る
』
賦
胚
、
如
何
な
る
欧
洲
側
の
資
料
が
容
考
せ
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
、
ク
ル

ー
ゼ
ン
ス
テ
ル
ン
の
太
亭
洋
脚
牌
寺
に
よ
っ
て
考
讃
し
、
本
輸
圃
の
牌
獣
漕
㍊
罎
命
倒
に

與
へ
た
衝
動
の
大
な
り
し
こ
と
を
論
ぜ
ら
れ
て
る
る
。

　
そ
の
他
、
金
田
…
博
士
、
木
田
博
士
、
大
鳥
、
小
聾
、
小
川
、
古
川
の
認

氏
も
夫
々
そ
の
專
門
的
な
部
門
に
つ
い
て
、
　
シ
ー
ボ
ル
ト
に
繭
す
る
研
究
を

趣
げ
ら
れ
て
腿
り
、
・
夫
々
の
專
門
家
に
と
っ
て
多
く
の
示
唆
を
興
へ
る
も
の

が
あ
ら
う
。

　
｛
粥
、
本
嚢
隅
に
は
、
巻
瀟
帆
に
「
シ
ー
ボ
ル
ト
同
年
鎚
眠
し
が
濡
雪
せ
ら
、
れ
、
叉
、
巻

末
に
は
、
大
久
保
利
謙
氏
編
…
の
「
紐
本
に
於
け
る
シ
ー
ボ
ル
ト
霧
耀
し
が
附
載

さ
れ
て
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
著
譲
、
そ
の
邦
灘
本
、
及
び
、
シ
ー
ボ
ル
ト
に
關
す

る
著
講
、
左
結
新
聞
掲
載
の
論
交
が
列
畢
さ
れ
て
あ
る
の
も
、
研
究
渚
に
と

っ
て
非
常
に
俊
利
で
あ
ら
う
。
（
粥
習
知
三
一
質
、
報
償
六
蹴
、
碧
波
書
店
渡

行
）
〔
水
野
恭
一
螂
〕紹

介

近
江
に
於
け
る
宮
座
の
研
究

肥
　
後
　
和
　
男
著

　
臼
本
心
魯
の
腿
更
的
研
究
に
於
い
て
、
瀞
鮭
が
　
の
霊
域
な
る
着
眼
鮎
と

な
る
べ
き
は
…
蕎
ふ
を
俊
た
な
い
。
　
と
こ
ろ
が
そ
れ
は
曾
て
こ
れ
と
國
家
と
の

關
係
に
於
い
て
、
i
i
如
何
な
る
祭
瀞
を
島
津
す
る
か
と
か
、
　
延
い
て
は
中

央
的
騨
格
と
如
何
な
る
關
係
に
あ
る
か
と
か
を
1
見
ん
と
す
る
態
度
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

り
方
法
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
遷
し
て
現
代
に
於
け
る
強
聴
へ
の
關
心
は
、
箪

に
そ
れ
だ
け
を
以
っ
て
足
れ
り
と
さ
れ
る
奉
は
出
來
ぬ
と
考
へ
、
重
畳
が
一

方
に
そ
の
薩
擾
の
周
園
に
自
己
の
氏
子
を
有
し
、
鷺
常
か
騙
る
薩
接
の
奉
仕

者
に
於
い
て
認
ら
れ
て
み
る
蘂
實
に
注
意
し
て
、
こ
の
方
圃
か
ら
も
亦
騨
甦

を
乱
心
と
す
る
田
本
三
二
の
研
究
の
、
必
要
を
認
め
、
特
に
瀞
融
と
村
落
一

氏
子
の
生
活
三
三
と
し
て
の
一
－
と
の
咽
喉
に
於
い
て
こ
れ
を
見
ん
と
す

る
。
こ
れ
が
寓
座
の
研
究
と
し
て
蓬
め
ら
れ
た
の
は
、
多
年
哀
都
帝
隅
大
墨
、

に
あ
っ
て
圏
史
研
究
に
精
進
さ
れ
た
著
嚢
に
と
っ
て
は
極
め
て
肖
然
な
謹
程

で
あ
る
と
醤
ほ
ね
ば
な
ら
な
い
○

　
近
畿
諸
府
縣
の
村
落
に
は
、
寓
座
と
穂
せ
ち
れ
、
　
或
ひ
は
こ
れ
に
類
似
す

る
瀞
勲
呼
唱
の
結
合
醗
が
あ
る
。
一
国
は
こ
れ
を
瀞
融
と
氏
子
と
の
關
…
係
に

於
い
て
、
　
　
の
典
型
的
な
組
織
と
見
倣
し
、
　
こ
れ
を
明
か
に
す
る
こ
と
は
談

他
の
量
子
組
織
の
理
解
を
助
げ
る
有
力
な
手
懸
り
と
も
な
り
、
　
且
つ
は
叉
そ

の
勉
愈
的
な
性
質
を
究
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
慶
く
顛
覆
誕
愈
に
含
ま
れ
た

る
諸
他
の
集
醐
型
式
の
研
究
に
も
砂
か
ら
ぬ
霧
輿
を
な
し
得
べ
し
と
艘
ぜ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
あ
　
へ

れ
た
。
蒲
し
て
そ
の
研
究
に
於
い
て
は
、
三
座
が
今
騒
主
と
し
て
琵
坐
洲
現

第
ニ
ナ
三
巻
　
第
瑚
瀧
　
　
八
七
一
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